
同館にある応募用紙に必要事項を記入のう
え、5月23日㈬までに窓口・　 ・　 で申し込
みください。
―活動内容の説明会・研修会を開催します―
学芸員と一緒に「まちの博物館」を巡る見
学会を行います。�〔どなたでも参加できます〕
5月20日㈰ 午後1時30分から（申込不要、直接来館）

人
の
魅
力
、ま
ち
の
魅
力
、高
山
の
魅
力

第
十
章	

学
問
と
文
芸

利用のご案内まちの博物館「ボランティアガイドの募集」
◆開館時間	 展示室	 午前 9時～午後 7時
	 研修室	 午前 9時～午後 9時
	 庭　園	 午前 7時～午後 9時
◆休 館 日	 無休（臨時休館 6月 19日）	 ◆観 覧 料	 無料
◆駐 車 場	 空町駐車場（市民の方は 2時間無料です※証明書要）
〒506–0844	 高山市上一之町75　☎32–1205　FAX35–1970
	 （まちなみバス「まちの博物館前」下車すぐ）

永
田
酒
蔵
2
階
展
示
室
で
は
、
学
問
と
文
芸

の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
中
頃
に
は
加
藤
歩ほ

簫し
ょ
う

が
俳
諧
結
社

「
雲う

ん

橋き
ょ
う

社し
ゃ

」
を
創
設
し
、
飛
驒
文
教
の
振
興
に

尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
父
の
私
塾
を
継
承
し
、

後
に
活
躍
す
る
赤
田
臥が

牛ぎ
ゅ
う

や
田
中
大
秀
な
ど
を

輩
出
し
ま
す
。

臥
牛
は
飛
驒
の
教
育
の
先
駆
者
と
も
い
え
る

人
物
で
す
。
館た

ち

柳り
ゅ
う

湾わ
ん

や
勝
久
寺
の
雪せ

っ

峰ぽ
う

和
尚
ら

に
師
事
し
、
飛
驒
で
初
め
て
の
学
問
所
「
静
修

館
」
を
開
き
ま
し
た
。
儒
学
な
ど
の
講
義
を
行

い
、
多
く
の
人
た
ち
に
学
問
の
道
を
開
い
た
の

で
す
。
臥
牛
、
章し

ょ
う

斉さ
い

、
誠せ

い

軒け
ん

と
3
代
に
わ
た
り

引
継
が
れ
た
静
修
館
は
、
幕
末
ま
で
飛
驒
の
教

育
の
中
心
で
し
た
。

大
秀
は
国
学
と
和
歌
を
好
み
、
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

に

師
事
し
ま
す
。
飛
驒
に
初
め
て
国
学
を
伝
え
、

竹
取
翁
物
語
解

古
典
研
究
で
す
ぐ
れ
た
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

「
竹
取
物
語
」の
注
釈
で
あ
る「
竹
取
翁
物
語
解
」

は
、
現
在
も
全
国
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

展
示
室
に
は
、
歌
人
と
し
て
も
著
名
な
室
町

時
代
の
国
司
姉あ

ね
が

小こ
う

路じ

基も
と

綱つ
な

の
和
歌
を
は
じ
め
、

長
谷
川
忠た

だ

崇た
か

が
編
纂
し
た
「
飛
州
志
」、
富
田

礼い
や

彦ひ
こ

が
編
纂
し
た
「
斐
太
後
風
土
記
」、
俳
句

を
よ
く
し
、
飛
驒
で
初
め
て
渡
米
し
た
加
藤
素そ

毛も
う

の
渡
海
記
録
、
幕
末
の
三
舟
と
呼
ば
れ
た
山

岡
鉄て

っ

舟し
ゅ
う

な
ど
の
資
料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
彼

ら
の
作
品
や
事
蹟
は
、
現
在
の
高
山
の
高
い
文

化
性
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
飛
驒
の
学
問
と
文
芸
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先

ま
ち
の
博
物
館

☎
32
―

１
２
０
５

５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
「
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
（
全
共
）」
は
、
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
言

わ
れ
る
全
国
規
模
の
和
牛
品
評
会
で
、
今
年
は
10
月

に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
過
去
２
回
（
平
成
14
・
19
年
）
の
全
共
で
、

飛
驒
牛
が
肉
質
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得

し
て
い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
和
牛
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
２
連
覇
の
飛
驒
牛
は
、
ま
さ
に
10
年
間

も
の
長
期
に
わ
た
り
、
日
本
一
の
金
メ
ダ
ル
保
持
牛

だ
っ
た
の
で
す
。
今
年
の
長
崎
全
共
で
飛
驒
牛
が
日

本
一
を
獲
得
す
る
と
、
さ
ら
に
５
年
間
、
日
本
一
の

ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
売
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

全
国
の
畜
産
農
家
は
「
打
倒
飛
驒
牛
」
を
掲
げ
、

長
崎
全
共
に
臨
ん
で
き
ま
す
。
対
す
る
我
ら
が
飛
驒

牛
・
畜
産
農
家
の
皆
様
も
「
３
連
覇
」
を
目
指
し
、

日
夜
飼
育
や
調
教
な
ど
に
余
念
あ
り
ま
せ
ん
。

改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
飛
驒
牛
３
連

覇
は
決
し
て
畜
産
農
家
の
皆
様
だ
け
の
関
心
事
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
飛
驒
牛
に
関
わ
る
多
く
の
企
業
や

団
体
、
そ
し
て
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上
な

ど
、
非
常
に
裾
野
の
広
い
事
柄
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
飛
驒

地
域
の
浮
沈
に
関
わ
る
「
飛
驒
牛
３
連
覇
」
の
本
意

を
十
分
に
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
ひ
と
つ
こ
こ
ろ

で
飛
驒
牛
を
応
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

高
山
市
長

飛
驒
牛
３
連
覇
に
向
け
て

地
域
が
ひ
と
つ
こ
こ
ろ
で

市 長
だより⑦

FAX郵送
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印刷／飛騨印刷株式会社

古紙パルプ配合率100％再生紙を使用

2012.5.1

まち博へ
行こう

新たな発見が
生まれる

郷土の歴史を
学ぶ

伝統文化を
継承する

気軽に自由に
過ごす

城下町高山の新しい交流拠点「飛驒高山ま
ちの博物館」
その収蔵品を紐解くと、現在に生きるわた
したちと過去の先人たちのと、刻を超えた出
会いが待っています。
広報たかやまでは、収蔵品とそれにまつわ
るエピソードを紹介していきます。




